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　令和 5年の新春を迎え、謹
んで年頭のご挨拶を申し上げ
ます。
　昨年は 3年ぶりに通常総

会、懇親会及び永年勤続従業員表彰式をリアルで
開催できました。久しぶりに杯をあげ大いに盛り
上がりました。やはり直接顔を合わすのは大事だ
なと改めて思った一日でした。

　さて、今年は広島でG7広島サミットが 5月19
日から21日の予定で開催されます。毎年ＧＷに開
かれますフラワーフェスティバルも 6月に変更さ
れたりといろいろ不便はあろうかと思いますが、
せっかくの広島開催です、皆で盛り上がって活気
が戻ってくるのを期待しています。もう一つ明る
い話題は、カープの新井監督就任です。近年は成
績不振で以前ほどの盛り上がりが見られませんで
したが、今年は開幕前から違います。広島経済の
回復の一助になることでしょう。日常生活は少し
ずつ正常に戻ってきていますが景気回復はもう少
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し時間がかかりそうです。長期化しているウクラ
イナ侵攻や歴史的円安進行もあり、スタグフレー
ションと呼んでいい状況に陥っています。資材価
格は上がっていますが、仕事量が少ないため転嫁
出来ずに利益率の低下を招いている現状です。
　残念ながらこの状況が一朝一夕に改善するとは
思えませんし、特効薬も見当たりません。粛々と
やらなければならない事をやっていくしかないで
しょう。
　インボイスの登録申請は令和 5年 3月末までで

　組合では去る 1月13日（金）午後 6時から、
ANAクラウンプラザホテル広島にて、令和 5年
新年互礼会を 3年振りに開催しました。2020年初
頭より続いている新型コロナウイルス感染拡大は
留まる所を知らず、 3年経過しても高止まり状況
にありますが、感染防止に努め組合員参加は 1社
1名と制限し（親会、青年部会役員は除く）、残
念ながらご来賓は今年も招待を見合わせて実施と
なりました。
　新互例会は椋田裕士総務委員長の司会進行で始
まり、開会挨拶で竹内剛理事長は日頃の組合への
ご支援、ご協力への感謝及び昨年 5月の通常総会
に引き続きリアルでの互礼会開催の慶びを述べら

す。（ 1月17日付 政府方針で 9月末迄延長予定）
石綿の事前調査結果の報告は昨年より義務化され
ています。昔と比べて仕事をするうえでの制約が
非常に多く苦労されている方も多いと思います。
組合では、一つ一つの課題に真摯に向き合い業界
のレベルアップに繋がるよう活動を継続していき
たいと思います。
　本年も皆様のご指導ご鞭撻のほどお願い申し上
げます。

れました。㈱アサヒプランニング/小田一美取締
役会長の小田様より挨拶を頂き、小田様は今年度
から竹内理事長が日装連副理事長に就任した事に
触れられて、広島組合創設以来初めての常任理事
就任で大変喜ばしいと改めて祝意を述べられまし
た。引き続き小田様のご発声で出席者一同で乾杯
のあと宴に入りました。
　和やかな歓談のあと、賛助会員、卸組合員（メー
カー）計16社の方々に順次挨拶を頂き、また青年
部会の池田部会長及び部会員からは、今夏に青年
部会創設20周年の記念行事について案内がなされ
ました。最後は、岡田展政副理事長の中締め挨拶
と三本締めで新年互礼会は無事終了しました。

司会進行　椋田理事 竹内理事長 ㈱アサヒプランニング　小田会長

令和5年 新年互礼会開催
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テーブルには衝立、会話はマスク着用を徹底しました。

青年部会　池田部会長 青年部会理事・部会員

中締め　岡田副理事長
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　今年度の技能検定試験は、広装協NEWS前号で
ご紹介した通り、実技試験が昨年 8月 6日、学科
試験が 8月28日と 9月 4日に実施され、 9月30日
に合格者発表がありました。組合関係者では18名
が申請、16名が受検され11名が合格、 3名が学科
のみ合格されました。合格された方は改めておめ

令和4年度 技能検定試験
でとうございました。
　令和 5年度も技能検定実施日程について、実技
試験は 8月上旬、学科試験は 8月下旬～ 9月上旬
実施が予想されます。ご案内は 3月上旬を予定し
ています。尚、受検資格は 1級は実務経験 7年、
2級は 2年が必要です。
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番号 氏　　名 事業所＜紹介者＞ 科　目
1 市　川　直　樹 安成装工 壁装 1級

2 江　本　一　樹 ㈱太陽建装 壁装 1級

3 野　田　芳　史 野田インテリア（リック㈱福山） 壁装 1級

4 髙　橋　俊　直 リック㈱福山営業所 壁装 1級

5 筒　井　淳　治 青山装飾㈱ 壁装 2級

6 原　田　　　禎 ㈱池田ハルク 壁装 2級

7 倉　迫　貴　裕 ㈱装匠 プラ床 1級

8 向　井　宏　哉 ㈲マキタエンタープライズ プラ床 1級

9 三河内　啓　生 ㈲タマルヤ室内装飾 プラ床 2級

10 平　田　淳　史 建築工房ヒラタ プラ床 2級

11 上　田　　　優 青山装飾㈱ 化粧フィルム 1級

　業界を知ってもらうという思いから、組合親
会では青年部会から引き継いで「ひろしま技能
フェア」に出店し業界のアピールをしています。
　青年部会では工業高校で出張授業をし、壁紙
を貼る職業体験をしています。
　また個人的にも、福山高等技術専門校の建築
科で住宅モデルに実際に壁紙を貼る授業をして
います。これらの事業全て、やり始めてから7
年が経ちました。私たちの業界が、将来的に作
業者不足になるであろうことに危機感をもって
始めたことですが、ようやく数年前から業界に
興味をもって入職する生徒が増え始めました。
これは私たちの努力が報われた成果であり、個
人では到底成しえないことでも組合の力なら実
現可能という一つのモデルとなったことでしょ
う。今後の組合活動の可能性が実感でき大変う
れしく思うと同時に、もっと多くの組合員の参
画を促しつつ、参加しやすい事業の模索が必要
だと感じています。
　そして今後の課題として浮上しているのは入
職者の定着です。数少ない入職者が短期で離職
すると、掛けたお金と時間と労力が無駄になり
ます。もちろん上手く育成出来ている事業所も

あるでしょう。しかし、育っても他の事業所へ
引き抜かれる可能性もあります。入職者を効率
よく育てるノウハウを構築し、離職・移籍しに
くい事業所の作り方を考えることが緊急の課題
です。
　また、今年はよく『新時代』という言葉をよ
く耳にしました。
　新時代のことはよく判りませんが、これから
新卒で入職してくるのは『Z世代』と呼ばれる
世代です。彼らは、コスパよりもタムパ（時間
対効果）を重視し、ブランドよりも共感できる
かが選択基準で、無駄使いを嫌うが価値を感じ
たらお金を惜しまないと言われています。彼ら
の、この考え方は世界的に非常に注目されてい
ます。今までと違う彼らの価値観を理解（また
は許容）することが、これからの人材育成やビ
ジネスにとって大事になってくるのではないか
と思います。
　私は、組合は情報の共有が出来る場であるべ
きだと思っています。皆様にとって、より良い
情報が発信できるよう努めていきたいと思いま
す。

新時代を進む
理事・㈲スペース・デコ　吉　岡　　　猛　
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　昨年10月19日（水）は爽やかな晴天に恵まれ、
春季大会同様に多くのかたにお集まりいただき楽
しいゴルフコンペとなりました。本年も秋季開催
のボーリング大会など開催に至りませんでした。
2020年から 3年に渡り事業開催が難しく、事業展
開の方法を考え直すチャンスだったと思います。
コロナ終息の光が見えることを期待しながら次の
展開を楽しみにしていきましょう。広島を見渡す
と中央公園跡地にサッカー球場が建設されていま
す。また数年前からバスケットボールも始まり、
バレーボールの歴史は長く深い。音楽では広島交
響楽団もプロ団体として歴史があり、多種多彩な
プロ団体の活動が活発です。観たり、触れたり、
応援したり、たくさんの「経験ができるこの広島
の地」は大変豊かなエリアですね。チームのポテ
ンシャルを想い、評論家になったり、チーム監督

になったり、みんながそれぞれに楽しめる角度が
あってスポーツとは素晴らしいものだと思いま
す。プロチームが目指すものはチームの勝利、選
手の活躍などありますが、球団はファン作りが 1
番大切なものと思っているのではないでしょう
か。ファンの皆さんに支えられ一体となって進ん
でいく、ここに何か夢を感じるのではないでしょ
うか。組合も皆様のご支援と共に運営しておりま
す。一理事として組合員皆さまへの福利厚生事業
に力を尽くしていこうと思います。

組合親睦ゴルフコンペ開催
� 理事・総務委員長　　　　　　　　　
� ㈱ムクダ　　　椋　田　裕　一　
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　昨年11月16日に岡山プラザホテ
ルにて 3年ぶりに中国ブロック会
議が開催されました。当初は 9月
上旬開催予定でしたが、コロナ禍
により約 2カ月遅れての開催とな
りました。日装連から小坂田理事
長にお越し頂き、中国 5県単組の
三役、青年部代表者、事務局で計
30名の参加で大勢でリアルに集ま
るのは久しぶりで活気ある会議と
なりました。
　ブロック会の収支決算・予算
（案）報告及び審議、日装連委員会活動報告、日
装連への質問・要望事項への回答、ブロック共通
課題について協議など盛りだくさんの内容で、特
に協議事項で「法定福利費計上」について、材料
費の仕入価格値上げ等で厳しい状況ではあります
が、見積請求で粘り強く元請けに訴求しないと賃
上げ・工賃上げにつながらず、結局人手不足の解
消にはならないという命題に突き当たり、この問

令和4年度 日装連中国ブロック会議開催

題の重要性と難しさを改めて認識しました。また
ID資格について「厚労省認定」「日装連認定」の
2本立てでの進め方について現状が報告されまし
た。
　会議のあとは懇親会も開催され、今年度から新
しく理事長になられたお二人を初めとして、初参
加の方から夫々挨拶があり、和やかな中でブロッ
ク会は終了しました。
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ひろしま技能フェアに参加

　昨年も11月11日（金）に、ひろしま技能フェア
に参加しました。
　我々組合として青年部会からの参加を含め 5回
目の参加となりました。
　毎年の恒例になりつつある『壁紙を使ったオリ
ジナルファイルづくり』を皆さんに作成をして頂
きました。小学生低学年から一般の大人まで幅広
い人達に作成してもらい家に貼っている壁紙に触
れてもらい知っていただく機会の場にもなったの
ではないかと思います。今年もコロナ禍の影響で
１日開催ではありましたが、組合ブースには約
130名くらいの方々に来て頂きました。中には毎
年作りに来られる人や、技能フェア自体が初めて
の方等いろいろいろな方がブースにこられました
が、組合ブースは来場者一人に対して一人の指導

員を付けそれぞれの人が選んだ壁紙でオリジナル
ファイルを作っていただきました。
　私自身は青年部会の時から参加しておりますが、
事前準備はかなり大変です。然しながら、作り終
わった後のお客様の満足した顔をみると、やっぱ
り参加する事自体がなにか大きなものを得るよう
な気が致します。最後にこの事業をご理解頂き参
加して頂きました各組合員・賛助会員の皆様本当
にありがとうございました。また今年も開催予定
ですので、出展の際はご協力のほど宜しくお願い
致します。

� 理事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
� ㈲インテリアタウラ　　　田　浦　慶　太　
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　会員の皆様　新年明けましておめでとうござい
ます。
　平素は、弊社製品に格別のご愛顧を賜り心より
厚く御礼申し上げます。
　近年は、新型コロナウイルス感染拡大により、
皆様にお会いする機会も少なくなっておりました
が、Withコロナ、Afterコロナと、基本的な感染
防止対策を実施しながら徐々にイベントも開催さ
れつつある事に、とても慶びを感じております。
　さて、この度は私共『ロンシール工業株式会社』
についてご紹介させて頂きます。1928年（昭和 3
年）「川口ゴム製作所」として創業し本年で95周
年となります。1947年に日本で初めて塩化ビニル
製品の製造に成功し、以来「ロンリウム」を代表
とし皆様の暮らしを足元からささえてまいりまし
た。
　広島営業所は、1976年（昭和51年 6 月）に南竹
屋町に広島出張所として開設されました。その後、
東白島町に移り、2012年 5 月より現在の南区稲荷
町に事務所を構えております。広島営業所は、
2001年に岡山営業所、2009年に高松営業所を合併
し、中国 5県、四国 4県をエリアとし、営業活動
させて頂いております。

　当社は「人と地球にやさしいものづくり。」を
基本理念に、Reduce（リデュース）・Reuse（リユー
ス）・Recycle（リサイクル）の 3つのRをキーワー
ドとする環境型社会の構築など、環境に配慮した
ものづくりの追求に取り組んでおります。また、
時代の要請やトレンドをいち早くキャッチし、コ
ロナ禍以前より、『抗ウイルス床材』の開発に取
り組み、2013年に抗ウイルス性ノーワックス床
シート「ロンプロテクト」を発売。現在ではノー
ワックス床シートのほぼ全てに“抗ウイルス性”
を付与した製品ラインナップとなっております。
2022年 3 月には、一般財団法人日本繊維製品品質
技術センターの試験において、抗ウイルス性床
シート「CTシリーズ」が新型コロナウイルス
（SARS-CoV-2）に対して 1時間で99％の抗ウ
イルス効果が確認されました。このように、これ
からも皆様の暮らしのお役に立てる製品の開発・
販売を目指してまいります。
　少人数の営業所ではございますが、皆様のお役
に立てるよう所員一同精進して参ります。今後も
変わらぬご支援を賜りますよう御願い申し上げま
す。

賛助会員ご紹介

� 所長　青　田　真　弘

　　ロンシール工業株式会社　広島営業所
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　　　広装協　⑩

青 年 部 会 活 動

県立福山工業高等学校体験授業
� 青年部会長・MA-DO㈱　　池　田　君　美　

　昨年の 9月 9日、16日に福山工業高等学校に体
験授業にお伺いしました青年部会で工業高校体験
授業事業をスタートして早や 7回目となります。
　今回の授業内容は①検定台を使ったクロス張り
講習②カーテン生地を使ったカルトナージュの
ワークショップです。
　クロス張りでは、
道具の使い方や無地
張りと柄張りの違い
などを、生徒さんに
実際に腰袋を装着し
てもらい、検定台へ
ノリのついたクロス
をはってもらいまし
た。無地クロスの
ジョイント施工で自
信がついた生徒も、
柄クロスになるとみ
んな苦心しているよ
うでした。ただし、
張終わって柄がきれ
いにあったときは、
歓声があがる光景も見受けられました。
　カルトナージュワークショップでは①インテリ
アと色の講習②カーテン生地、中綿、厚紙、リボ
ンを用いたペルメル（ペルメルとは結婚式のウェ
ルカムスペースなどに置くキルティング風リボン
ボードのこと）の作成③プレゼン・発表の 3部構

成とし授業を進めていきました。布を扱うことに
慣れていない生徒たちは、異素材との相性や巻き
込みなどの収まり、道具材料の扱いに苦戦してま
したが、全ての生徒が私たちの指導の通りに最後
まで手を抜くことなく、しっかりと色を構築しデ
ザインをされた
仕上りのよい作
品を作ってくれ
たと思います。
　当初、工業高
校に出向き始め
た頃は、殆どの
生徒が内装業界に関心がなく希望する職種に上が
ることが皆無でしたが、ここ近年では「内装会社
に勤めたい」「イ
ンテリアコー
ディネーターに
なりたい」「一
度会社訪問をし
たい」などの声
が聞こえるよう
になりました。実際、組合員の企業への就職やイ
ンターンシップ訪問、また卒業生と地場の現場で
の再会などの実績がでております。
　私たちの内装業界の将来を見据えた啓蒙活動
が、長い月日をかけ実り始めていることをとても
実感しております。将来を担う若い人材は身近に
いるのだということを多くの企業にも知っていた
だきたく、この活動にご協力をお願いするととも
に私たちも来年度もより良い授業を開催したいと
思い努力を続けていきたいと思います。

※�青年部会では、10/6 県立宮島工業高等学校、11/2 県
立総合技術高等学校にも体験授業でお伺いしました。
※�カルトナージュとは、厚紙で作った箱に、布や紙を貼
るフランスで生まれた工芸です。
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広装協　　　⑪　

第17回卸街まつり
� 青年部会理事・㈱池田ハルク　　尾　崎　裕　一　

　昨年12月 3 日、 4日の 2日開催にて、広島市西
区商工センター内の卸問屋の有志による、卸街ま
つりが開催されました。青年部会もコロナ情勢前
は毎年出店していましたが、今回は 3年振りの参
加となりました。
　タイルカーペット、クッションフロア、カーテ
ン生地など建
設現場のロス
で出た材料や、
廃番になって
使われない倉
庫に眠ってい
た商品を、より
手に入りやす
い価格でお客
様に提供する
ことを事業コ
ンセプトとし
ています。久々の出店にも関わらず、以前に出店
していたのを覚えてくださっていたお客様も多数
来店していただきました。組合としての地道な活
動により、認知度が上がっているのを感じました。
コロナ情勢継続と、一気に気温が下がり 1日目は
特に寒く、 2日目は朝に小雨が降るなど、いろい
ろと重なったのが原因なのか、前回に参加したと

きよりも客足は少なく、特に外国人の方の来客数
が少なかった印象でした。売上も伸びず、今一つ
の結果となりました。
　しかし、部会員の個性や経験などを活かし、普
段はあまりする事がない対面販売を通じて、色々
なお客様と直接に触れ合う事が出来、尚且つ一般
ユーザーに室内装飾業を広める事が出来て良かっ
たです。また各事業所に残っていれば、いずれお
金を払って廃棄せざるをえない商品が、今回の事
業によりお手頃価格で購入され、お客様が満足さ
れるという、とても意味のある活動だと思いまし
た。より良い形で継続していけたらと思います。
　卸街まつり出店に伴い、ご協力くださった皆様、
誠にありがとうございました。
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　　　広装協　⑫

新規加入組合員のご紹介
　（令和 4年 7月～12月加入）

★正組合員
◦㈱COVER� 代表者　西　元　豊　明
　広島市中区竹屋町1-24

◦T-LINE㈱� 代表者　筆　谷　卓　司
　広島市安佐南区八木9-24-24-104

★准組合員
◦インテリアくわだ� 代表者　桑　田　達　展
　福山市坪生町3092番地

◦ハシモト装飾� 代表者　橋　本　章　男
　広島市佐伯区石内南4-9-5

組合からのお知らせ（開催予定）
◦�第59回（令和 5年度）通常総会
　 5月31日（水）午後 4時00分～
　　於：ANAクラウンプラザホテル広島

◦�防火壁装・防炎業務講習会
　 8月22日（火）、23日（水）両日午前、午後
　　　　　於：RCC文化センター
　 8月24日（木）午前、午後
　　　　　於：備後地域地場産業振興センター
　※前回2020年（令和 2年）12月に講習受講の方
　※�「防火壁装施工管理者資格」継続には 3年毎
の受講が必要です

編　集　後　記

　相変わらず新型コロナウイルスは、増えたり減ったりを繰り返している状況で、特に広島県は多い
ように思います。しかし行動制限のない年末年始に象徴されるように、アフターコロナに向かって生
活スタイルや仕事のやり方なども随分変わってきたと思います。組合に於いても賛助会員、卸組合員
（メーカー）様による商品説明会や委員会もリモートでの開催が非常に多くなりました。
　しかしながらリアルで集まれる活動は、やはり良いもので今年度は技能検定実技講習会、親睦ゴル
フコンペ開催、ひろしま技能フェア出展、先日の新年互例会開催また青年部会による工業高校への体
験授業実施や御街まつり出店など、各委員会並びに青年部会が活発な活動に取り組んで実現すること
が出来て、リアルなコミュニケーションを大いに楽しみました。
　各委員会委員長をはじめ委員・青年部会の皆様、大変お疲れ様でした。

広報委員会委員長　　中　島　祥　治


